
(57)【要約】

　本発明は保温用耳当て装置に関する。より具体的には

、本発明は保温用耳当ておよび保温用耳当てフレームを

形成する器具および方法に関する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ェ ル と 前 記 シ ェ ル に 挿 入 す る よ う 構 成 さ れ た フ レ ー ム と を 備 え た 保 温 用 耳 当 て で あ っ
て 、
　 　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ 耳 部 分 と 第 ２ 耳 部 分 と を 含 み 、 前 記 フ レ ー ム は 伸 張 状 態 と 折 畳 状
態 と を 選 択 し て 使 用 可 能 で あ り 、 前 記 第 １ 耳 部 分 は 前 記 折 畳 状 態 で は 前 記 第 ２ 耳 部 分 に 隣
接 し 、 前 記 フ レ ー ム は 長 手 方 向 軸 を 有 し 、 伸 張 状 態 で 前 記 長 手 方 向 軸 に ほ ぼ 平 行 な 軸 に 対
し て 前 記 フ レ ー ム が 湾 曲 し て い る 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ バ ン ド 部 材 と 第 ２ バ ン ド 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 前 記
第 ２ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 第 １ フ レ ー ム 部 分 と 前 記 第 １ 耳 部 分 と
を 含 み 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 第 ２ フ レ ー ム 部 分 と 前 記 第 ２ 耳 部 分 と を 含 む 、 請 求 項 １ に
記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ バ ン ド 部 材 と 第 ２ バ ン ド 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 前 記
第 ２ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 第 １ フ レ ー ム 部 分 と 前 記 第 １ 耳 部 分 と
を 含 み 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 第 ２ フ レ ー ム 部 分 と 前 記 第 ２ 耳 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ
レ ー ム 部 分 は 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 分 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ バ ン ド 部 材 と 第 ２ バ ン ド 部 材 と 第 ３ バ ン ド 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １
バ ン ド 部 材 は 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 前 記
第 ３ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ バ ン ド 部 材 と 第 ２ バ ン ド 部 材 と 第 ３ バ ン ド 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １
バ ン ド 部 材 は 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 前 記
第 ３ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 前 記 第 １ 耳 部 分 を 含 み
、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 前 記 第 ２ 耳 部 分 を 含 み 、 前 記 第 ３ バ ン ド 部 材 は 第 １ フ レ ー ム 部 分
を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 独 自 の 長 手 方 向 軸 を 有 し 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 独 自 の 長 手 方 向
軸 を 有 し 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 の 前 記 長 手 方 向 軸 に ほ ぼ 平 行 な 軸 に
対 し て 湾 曲 し て お り 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 の 前 記 長 手 方 向 軸 に ほ ぼ
平 行 な 軸 に 対 し て 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 耳 部 分 は 第 １ 耳 穴 開 口 部 を 画 定 す る 第 １ フ レ ー ム 部 分 を 含 み 、 前 記 第 ２ 耳 部 分
は 第 ２ 耳 穴 開 口 部 を 画 定 す る 第 ２ フ レ ー ム 部 分 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 長 手 方 向 軸 を 有 し 、 前 記 フ レ ー ム が 前 記 折 畳 状 態 に あ る と き 前 記 フ レ ー
ム は 前 記 長 手 方 向 軸 に ほ ぼ 直 角 な 軸 に 対 し て 湾 曲 し 、 前 記 フ レ ー ム が 前 記 伸 張 状 態 に あ る
と き 前 記 フ レ ー ム は 前 記 長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 伸 長 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 前 記 伸 張 状 態 に あ る 間 は 前 記 長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 伸 長 し た 形 状 を 維 持 す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 シ ェ ル と 前 記 シ ェ ル に 挿 入 す る よ う 構 成 さ れ た フ レ ー ム と を 備 え た 保 温 用 耳 当 て で あ っ
て 、 前 記 フ レ ー ム は 、
　 　 第 １ フ レ ー ム 部 材 で あ っ て 、 通 路 と 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た
突 起 と を 含 む 第 １ フ レ ー ム 部 材 と 、
　 　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 で あ っ て 、 複 数 の 突 起 を 含 む 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 、
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　 　 第 ３ フ レ ー ム 部 材 で あ っ て 、 通 路 と 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 通 路 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た
突 起 と を 含 む 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 は 前 記 第 ２ フ レ ー ム
部 材 を 受 け 入 れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 通 路 は 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 を 受
け 入 れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 と 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と を 前 記 第 ２ フ レ
ー ム 部 材 に 連 結 す べ く 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 突 起 と 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 突 起 と が 前 記
複 数 の 突 起 と 係 合 す る よ う 構 成 さ れ る 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 は 内 側 表 面 を 有 し 、 前 記 複 数 の 突 起 が 前 記 内 側 表 面 に 配 置 さ れ て
い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 は バ ン ド 部 分 と 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 バ ン ド 部 分 は 複 数
の 突 起 を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 が 前 記 バ ン ド 部 分 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １
０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 は バ ン ド 部 分 と 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 バ ン ド 部 分 は 第 １
表 面 と 前 記 第 １ 表 面 に 配 置 さ れ た 複 数 の 突 起 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 が 前 記
バ ン ド 部 分 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 は バ ン ド 部 分 と 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材
通 路 が 前 記 バ ン ド 部 分 に 配 置 さ れ 、 前 記 バ ン ド 部 分 は 前 記 耳 フ レ ー ム 部 分 に 連 結 さ れ る よ
う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 は 独 自 の バ ン ド 部 分 と 独 自 の 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 ２
フ レ ー ム 部 材 は 独 自 の バ ン ド 部 分 と 独 自 の 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部
材 の 前 記 バ ン ド 部 分 は 複 数 の 突 起 を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 は 前 記 第 １ フ レ ー ム
部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の バ ン ド 部 分 は 複 数 の 突 起 を
含 み 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 通 路 は 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 第 ２ バ ン ド 部 分 上 に 配 置
さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 は 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材
の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 と 係 合 す る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載
の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 は 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材
の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 と 係 合 す る よ う 構 成 さ れ て お り 、 前 記 第 ３ フ レ ー ム
部 材 は 独 自 の バ ン ド 部 分 を 含 み 、 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 は 、 前 記 第 ２ フ
レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 と 係 合 す る よ う 構 成 さ れ て い る 複 数 の 突
起 を 含 む 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 は 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 耳 フ レ ー ム 部 分
に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 は 前 記 第 ２ フ
レ ー ム 部 材 の 前 記 耳 フ レ ー ム 部 分 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の
保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム を 組 み 立 て る 方 法 で あ っ て 、 該 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム は 、 通 路 と
突 起 を 備 え た 第 １ フ レ ー ム 部 材 と 、 複 数 の 突 起 を 備 え た 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 、 通 路 と 突 起
を 備 え た 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と を 含 ん で お り 、 前 記 方 法 は 、
　 　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 を 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 の 中 へ 挿 通 す る ス テ ッ プ と 、
　 　 第 １ フ レ ー ム 部 材 上 の 突 起 を 第 ２ フ レ ー ム 部 材 上 の 複 数 の 突 起 と 係 合 さ せ る ス テ ッ プ
と 、
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　 　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と を 連 結 さ せ る ス テ ッ プ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と の 前 記 連 結 は 、
　 　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 を 第 ３ フ レ ー ム 部 材 通 路 の 中 へ 挿 通 す る ス テ ッ プ と 、
　 　 第 ３ フ レ ー ム 部 材 上 の 突 起 を 第 ２ フ レ ー ム 部 材 上 の 複 数 の 突 起 と 係 合 さ せ る ス テ ッ プ
と を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 第 １ フ レ ー ム 部 材 は 複 数 の 突 起 を 含 み 、
　 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 を 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 と 係 合 さ せ る ス テ ッ プ
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 第 １ フ レ ー ム 部 材 は 複 数 の 突 起 を 含 み 、 第 ２ フ レ ー ム 部 材 は 複 数 の 突 起 を 含 み 、
　 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 を 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 と 係 合 さ せ る ス テ ッ プ
を さ ら に 含 み 、 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と の 前 記 連 結 に は 第 ２ フ レ ー ム 部 材
の 複 数 の 突 起 と 第 ３ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 と の 係 合 を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 保 温 用 耳 当 て キ ッ ト で あ っ て 、
　 第 １ 耳 フ レ ー ム と 、
　 第 ２ 耳 フ レ ー ム と 、
　 独 自 の 第 １ 端 部 と 第 ２ 端 部 を 有 す る 第 １ バ ン ド で あ っ て 、 前 記 第 １ バ ン ド の 前 記 第 １ 端
部 は 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ バ ン ド の 前 記 第 ２ 端 部 は 前
記 第 ２ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 第 １ バ ン ド と 、
　 独 自 の 第 １ 端 部 と 第 ２ 端 部 を 有 す る 第 ２ バ ン ド で あ っ て 、 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 第 １ 端
部 は 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 第 ２ 端 部 は 前
記 第 ２ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 第 ２ バ ン ド と を 含 み 、
　 前 記 第 ２ バ ン ド は 前 記 第 １ バ ン ド と 交 換 可 能 で あ る 、
保 温 用 耳 当 て キ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 独 自 の 第 １ 端 部 と 第 ２ 端 部 を 有 す る 第 ３ バ ン ド で あ っ て 、 前 記 第 ３ バ ン ド の 前 記 第 １ 端
部 は 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ３ バ ン ド の 前 記 第 ２ 端 部 は 前
記 第 ２ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 第 ３ バ ン ド を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ３
に 記 載 の 、 保 温 用 耳 当 て キ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ バ ン ド が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 ２ バ ン ド が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 １ バ ン ド
の 前 記 長 さ は 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 長 さ と は 異 な る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ バ ン ド が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 ２ バ ン ド が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 ３ バ ン ド
が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 １ バ ン ド の 前 記 長 さ は 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 長 さ と は 異 な り 、
前 記 第 ３ バ ン ド の 前 記 長 さ は 前 記 第 １ バ ン ド の 前 記 長 さ お よ び 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 長 さ
と は 異 な る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム は ア ー チ 型 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 複 数 の 膜 部 分 を 含 み 、 保 温 用 耳 当 て の 内 部 を 画 定 す る よ う 前 記 複 数 の 膜 部 分 が 相 互 に つ
な ぎ 合 わ さ れ て い る シ ェ ル と 、
　 前 記 内 部 に 挿 入 さ れ る よ う 構 成 さ れ た フ レ ー ム で あ っ て 、 前 記 フ レ ー ム は 、
　 　 第 １ 端 部 と 第 ２ 端 部 を 備 え た バ ン ド と 、
　 　 前 記 バ ン ド の 前 記 第 １ 端 部 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 ア ー チ 型 構 造 を 有 す る 第 １ 耳
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フ レ ー ム 部 材 と 、
　 　 前 記 バ ン ド の 前 記 第 ２ 端 部 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ た 第 ２ 耳 フ レ ー ム 部 材 と を 含 む
フ レ ー ム と を 含 む 、 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 ２ 耳 フ レ ー ム 部 材 が ア ー チ 型 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 　 外 周 部 を 画 定 す る 外 膜 で あ っ て 、 前 記 外 膜 は 第 １ 面 と 第 ２ 面 と を 有 し 、 前 記 第 ２ 面 は
前 記 外 膜 の 前 記 第 １ 面 の 反 対 側 で あ る 外 膜 と 、
　 　 外 周 部 を 画 定 す る 内 膜 で あ っ て 、 前 記 内 膜 は 第 １ 面 と 第 ２ 面 と を 有 し 、 前 記 内 膜 の 前
記 第 ２ 面 は 前 記 内 膜 の 前 記 第 １ 面 の 反 対 側 で あ る 内 膜 と を 含 む シ ェ ル で あ っ て 、
　 　 前 記 内 膜 第 １ 面 は 前 記 外 膜 第 １ 面 に 第 １ 固 定 結 合 部 分 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 内
膜 第 ２ 面 は 前 記 外 膜 第 ２ 面 に 第 ２ 固 定 結 合 部 分 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ 、 少 な く と も 第 １ 固
定 結 合 部 分 の 一 部 と 少 な く と も 第 ２ 固 定 結 合 部 分 の 一 部 と が 保 温 用 耳 当 て の 内 部 に 配 置 さ
れ て い る 、 シ ェ ル と 、
　 前 記 シ ェ ル に 挿 入 さ れ る よ う 構 成 さ れ た フ レ ー ム と
を 含 む 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 第 １ 固 定 結 合 部 分 は 溶 接 部 を 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 フ レ ー ム は バ ン ド 部 材 と 第 １ 耳 フ レ ー ム 部 材 と 第 ２ 耳 フ レ ー ム 部 材 と を 含 み 、 前 記
第 １ 耳 フ レ ー ム 部 材 は 前 記 バ ン ド 部 材 に 固 定 し て 連 結 さ れ 、 前 記 第 ２ 耳 フ レ ー ム 部 材 は 前
記 バ ン ド 部 材 に 固 定 し て 連 結 さ れ る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム 部 材 は 前 記 バ ン ド 部 材 に 溶 接 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 保 温
用 耳 当 て 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 背 景
　 本 発 明 は 保 温 用 耳 当 て 装 置 に 関 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 保 温 用 耳 当 て お よ び 保
温 用 耳 当 て フ レ ー ム を 形 成 す る 器 具 お よ び 方 法 に 関 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 概 要
　 １ つ の 実 施 形 態 で は 、 保 温 用 耳 当 て は 一 組 の 膜 と フ レ ー ム を 備 え て い る 。 膜 は 相 互 に つ
な ぎ 合 わ さ れ 、 内 部 に フ レ ー ム が 挿 入 さ れ る シ ェ ル を 形 成 す る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 保 温
用 耳 当 て は 単 一 膜 と フ レ ー ム を 備 え て い る 。 単 一 膜 は 、 内 部 に フ レ ー ム が 挿 入 さ れ る シ ェ
ル を 形 成 す る よ う 、 折 り 返 さ れ あ る い は 構 成 さ れ る 。 １ つ の 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー ム は 単
一 フ レ ー ム 部 材 で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー ム は 複 数 の 構 成 要 素 を 含 む 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
発 明 の 詳 細 な 説 明
　 １ つ の 実 施 形 態 で は 、 保 温 用 耳 当 て は 一 組 の 膜 と フ レ ー ム を 備 え て い る 。 膜 は 相 互 に つ
な ぎ 合 わ さ れ 、 内 部 に フ レ ー ム が 挿 入 さ れ る シ ェ ル を 形 成 す る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 保 温
用 耳 当 て は 単 一 膜 と フ レ ー ム を 備 え て い る 。 単 一 膜 は 、 内 部 に フ レ ー ム が 挿 入 さ れ る シ ェ
ル を 形 成 す る よ う 、 折 り 返 さ れ あ る い は 構 成 さ れ る 。 １ つ の 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー ム は 単
一 フ レ ー ム 部 材 で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー ム は 複 数 の 構 成 要 素 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る 一 組 の 膜 を 図 示 し
て い る 。 図 １ に 示 す と お り 、 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル １ ０ は 、 第 １ 耳 当 て 膜 １ ０ ０ と 、 第 ２ 耳
当 て 膜 １ １ ０ と 、 中 間 膜 １ ２ ０ と 、 外 膜 １ ３ ０ と で 組 み 立 て る こ と が で き る 。 膜 １ ０ ０ ～
１ ３ ０ は 、 保 温 機 能 を 提 供 す る 一 方 で さ ら に 装 着 者 の 肌 に と っ て 心 地 よ い 様 々 な タ イ プ の
素 材 か ら 形 成 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 膜 １ ０ ０ ～ １ ３ ０ は 、 フ リ ー ス 、 ウ ー ル 、 綿 、 発 泡 体
、 お よ び ／ ま た は ネ オ プ レ ン な ど か ら 形 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ２ は 、 組 み 立 て 工 程 の 中 間 ス テ ッ プ に お け る 、 図 １ の 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル の 組 み 合 わ
せ 方 を 図 示 し て い る 。 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル １ ０ は 、 膜 １ ０ ０ ～ １ ３ ０ の 組 み 合 わ せ を 含 む
。 こ の 組 み 合 わ せ 方 で は 、 膜 １ ０ ０ ～ １ ３ ０ は 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル １ ０ は 、 ま ず 第 １ 耳 当 て 膜 １ ０ ０ と 第 ２
耳 当 て 膜 １ １ ０ を 、 外 膜 １ ３ ０ の 上 に 配 置 し て 組 み 立 て る こ と が で き る 。 図 ２ に 示 す 組 み
合 わ せ 方 で は 、 中 間 膜 １ ２ ０ は 、 外 膜 １ ３ ０ と 耳 当 て 膜 １ ０ ０ と 耳 当 て 膜 １ １ ０ の セ ッ ト
の 一 番 上 に 置 く こ と が で き る 。 耳 当 て 膜 １ ０ ０ 、 １ １ ０ お よ び 中 間 膜 １ ２ ０ は 、 特 定 の 方
法 で 順 序 立 て ら れ た よ う に 外 膜 １ ３ ０ の 上 に 互 い に 載 せ て あ る が 、 こ こ に 図 示 さ れ る 膜 の
集 合 体 の 特 定 の 向 き は 重 要 で は な い 。 膜 １ ０ ０ ～ １ ３ ０ の 組 み 合 わ せ は 、 保 温 用 耳 当 て シ
ェ ル １ ０ の 外 周 部 に 沿 っ て つ な ぎ 目 １ ４ １ を 介 し て つ な ぎ 合 わ せ ま た は 貼 り 合 わ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 膜 １ ０ ０ ～ １ ３ ０ の 組 み 合 わ せ は 、 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル １ ０ の 外 周 部 に 沿 っ て つ な ぎ 合
わ せ も し く は 貼 り 合 わ せ 可 能 で 、 縁 取 り （ 図 示 せ ず ） で 覆 わ れ る 。 図 ２ に 図 示 す る 膜 の 組
み 立 て の 別 の 実 施 形 態 で は 、 中 間 膜 １ ２ ０ は 外 膜 １ ３ ０ の 上 に 配 置 可 能 で 、 耳 当 て 膜 １ ０
０ 、 １ １ ０ は 中 間 膜 １ ２ ０ と 外 膜 １ ３ ０ の 上 に 配 置 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 膜 を 相 互 に 固 着 す る に は 、 多 様 な つ な ぎ 合 わ せ や 加 工 が 使 用 で き る 。 例 え ば 図 ２ に 図 示
さ れ た 実 施 形 態 に 戻 っ て 述 べ る と 、 耳 当 て 膜 １ ０ ０ 、 １ １ ０ お よ び 中 間 膜 １ ２ ０ の 部 分 は
、 外 膜 １ ３ ０ に 綴 じ 合 わ せ 可 能 で あ る （ can be bound） 。 耳 当 て 膜 １ ０ ０ 、 １ １ ０ 、 １ ２
０ お よ び １ ３ ０ は 相 互 に つ な ぎ 合 わ せ る こ と が で き る 。 縫 製 、 綴 じ 合 わ せ 、 あ る い は 他 の
あ ら ゆ る つ な ぎ 方 を ど の よ う に 組 み 合 わ せ て も 使 用 で き る 。 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ５ ２ １
， ２ ４ １ 号 明 細 書 に は 、 膜 の 組 み 立 て の 例 示 的 方 法 が 開 示 さ れ て お り 、 そ の 開 示 を そ の 全
体 を 参 照 し て こ こ に 援 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ の 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル の 断 面 図 を 図 示 し て い る 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は
、 各 膜 は そ の 特 定 の 膜 の 外 周 部 の 部 分 に 沿 っ た 周 縁 部 を 含 ん で い る 。 例 え ば 、 耳 当 て 膜 １
０ ０ は 周 縁 部 １ ０ ２ を 含 み 、 耳 当 て 膜 １ １ ０ は 周 縁 部 １ １ ２ を 含 み 、 中 間 膜 １ ２ ０ は 周 縁
部 １ ２ ２ 、 １ ２ ４ を 含 み 、 外 膜 １ ３ ０ は 周 縁 部 １ ３ ２ 、 １ ３ ４ を 含 む 。 中 間 膜 １ ２ ０ と 外
膜 １ ３ ０ は 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 そ れ に よ っ て 周 縁 部 １ ２ ２ 、 １ ２ ４ は 外 膜 １ ３ ０ の
対 応 す る 周 縁 部 １ ３ ２ 、 １ ３ ４ に 隣 接 す る 。 中 間 膜 １ ２ ０ の 周 縁 部 １ ２ ２ は 、 外 膜 １ ３ ０
の 周 縁 部 １ ３ ２ と 揃 え て 並 べ ら れ る 。 同 様 に 、 中 間 膜 １ ２ ０ の 周 縁 部 １ ２ ４ は 、 外 膜 １ ３
０ の 周 縁 部 １ ３ ４ と 揃 え て 並 べ ら れ る 。 他 の 膜 も し く は 膜 部 分 の 対 応 す る 周 縁 部 も 、 そ れ
ぞ れ 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ５ ２ １ ， ２ ４ １ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ る
と お り 、 膜 の 周 縁 部 は 相 互 に つ な ぎ 合 わ さ れ 、 膜 は 裏 返 し に さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 裏 返 し に し た 保 温 用 耳 当 て の 実 施 形 態 の 平 面 図 が 、 図 ４ に 図 示 さ れ て い る 。 図 の よ う に
、 膜 の 周 縁 部 と 膜 の あ ら ゆ る つ な ぎ 部 分 は 、 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル の 外 部 か ら は 見 え ず 、 保
温 用 耳 当 て シ ェ ル の 内 部 に 置 か れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-515828 A 2005.6.2



　 図 ５ は 、 図 ４ の 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル の 断 面 図 を 図 示 し て い る 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は
、 膜 を 図 ４ お よ び ５ に 図 示 す る 位 置 へ 裏 返 す 前 に 、 互 い に 隣 接 す る 膜 の 対 応 す る 周 縁 部 を
相 互 に 固 定 し て つ な ぎ 合 わ せ る 。 例 え ば 、 周 縁 部 １ ２ ２ と １ ３ ２ と を 相 互 に つ な ぎ 合 わ せ
る か ま た は 綴 じ 合 わ せ 、 固 定 結 合 部 分 １ ４ ６ を 形 成 す る 。 同 様 に 、 周 縁 部 １ ２ ４ と １ ３ ４
と を 相 互 に つ な ぎ 合 わ せ 、 固 定 結 合 部 分 １ ４ ８ を 形 成 す る 。 「 固 定 結 合 部 分 」 と い う 用 語
は 、 引 っ 張 っ て ば ら ば ら す る と （ pulled apart） 膜 が 損 傷 す る よ う な あ ら ゆ る タ イ プ の 結
合 も し く は 接 着 （ connection or attachment） を 含 む 。 耳 当 て 膜 １ ０ ０ 、 １ １ ０ は 、 中 間
膜 １ ２ ０ と 外 膜 １ ３ ０ に 同 様 に つ な ぎ 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 互 い に 隣 接 す る 膜 の 対 応 す る 周 縁 部 は 、 取 り 外 し 可 能 に 相 互 に つ な
ぎ 合 わ さ れ る 。 例 え ば 、 周 縁 部 は 、 フ ッ ク と 輪 の 締 結 具 （ loop fasteners） 、 ス ナ ッ プ 等
の 嵌 め 合 わ せ 連 結 具 を 使 用 し て 相 互 に つ な ぎ 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 膜 １ ０ ０ 、 １ １ ０ 、 １ ２ ０ お よ び １ ３ ０ を 、 高 周 波 溶 接 （ ra
diofrequency welding） を 使 用 し て 相 互 に つ な ぎ 合 わ せ 、 固 定 結 合 部 分 １ ４ ６ 、 １ ４ ８ を
形 成 す る 。 そ の 結 果 、 固 定 結 合 部 分 １ ４ ６ は 中 間 膜 周 縁 部 １ ２ ２ と 外 膜 周 縁 部 １ ３ ２ と を
つ な ぎ 合 わ せ る 溶 接 部 を 含 む 。 同 様 に 、 固 定 結 合 部 分 １ ４ ８ は 、 中 間 膜 周 縁 部 １ ２ ４ と 外
膜 周 縁 部 １ ３ ４ と を つ な ぎ 合 わ せ る 溶 接 部 を 含 む 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 膜 を 相 互 に つ な ぎ
合 わ せ る あ ら ゆ る タ イ プ の 溶 接 ま た は 他 の 任 意 の 加 工 を 使 用 し て 、 膜 １ ０ ０ 、 １ １ ０ 、 １
２ ０ 、 １ ３ ０ を 相 互 に つ な ぎ 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 度 膜 が 相 互 に つ な ぎ 合 わ さ れ る と 、 上 述 し た よ う に 、 図 ４ お よ び ５ に 示 す と お り 、 膜
は 裏 返 し に さ れ る 。 図 に 示 す と お り 、 固 定 結 合 部 分 １ ４ ６ 、 １ ４ ８ は 、 保 温 用 耳 当 て シ ェ
ル の 内 部 １ ４ ０ 内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る 別 の シ ェ ル を
図 示 し て い る 。 内 膜 １ ５ ０ は 、 耳 部 分 １ ５ ２ 、 １ ５ ４ と 、 中 間 部 分 １ ５ ６ と を 含 む 。 外 膜
１ ６ ０ は 、 耳 部 分 １ ６ ２ 、 １ ６ ４ と 、 中 間 部 分 １ ６ ６ と を 含 む 。 内 膜 １ ５ ０ と 外 膜 １ ６ ０
は 、 例 え ば 高 周 波 溶 接 等 を 含 む ど の よ う な 技 術 を 使 用 し て つ な ぎ 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る 膜 を 図 示 し て
い る 。 図 １ に 示 す 外 膜 １ ３ ０ と 中 間 膜 １ ２ ０ と 同 様 に 、 図 ７ は 、 外 側 部 分 １ ７ ２ と 中 間 部
分 １ ７ ８ と を 含 む 、 複 数 の 部 分 を 有 す る 膜 １ ７ ０ を 図 示 し て い る 。 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル は
次 の よ う に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 第 １ に 、 耳 当 て 膜 （ 例 え ば 、 耳 当 て 膜 １ ０ ０ 、 １
１ ０ 。 図 ７ に は 図 示 せ ず ） は 、 外 側 部 分 １ ７ ２ の 対 応 部 分 1７ ４ 、 １ ７ ６ に そ れ ぞ れ 配 置
す る こ と が で き る 。 そ れ か ら 中 間 部 分 １ ７ ８ は 、 外 側 部 分 １ ７ ２ お よ び 耳 当 て 膜 の 上 に 線
１ ７ ７ に 沿 っ て 折 り 返 す こ と が で き る 。 そ の 後 ま と め ら れ た 外 周 部 は 、 綴 じ 合 わ せ 、 溶 接
、 あ る い は 縫 製 が 可 能 で 、 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ５ ２ １ ， ２ ４ １ 号 明 細 書 に 記 載 の よ う に
膜 を 裏 返 し に で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ７ に 示 す 膜 の 組 み 立 て の 別 の 実 施 形 態 で は 、 膜 は 裏 返 し に さ れ な い 。 例 え ば 、 中 間 部
分 １ ７ ８ は 外 側 部 分 １ ７ ２ の 上 に 折 り 返 し 可 能 で 、 次 に 耳 当 て 膜 は 外 側 部 分 １ ７ ２ と 中 間
部 分 １ ７ ８ の 上 に 配 置 さ れ る 。 ま と め ら れ た 外 周 部 は 、 綴 じ 合 わ せ 、 溶 接 、 も し く は 縫 製
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る 膜 を 図 示 し て
い る 。 図 １ に 示 す 耳 当 て 膜 １ ０ ０ 、 耳 当 て 膜 １ １ ０ 、 中 間 膜 １ ２ ０ お よ び 外 膜 １ ３ ０ と 同
様 に 、 図 ８ は 、 耳 部 分 １ ９ ０ と 、 耳 部 分 １ ９ ２ と 、 中 間 部 分 １ ８ ８ と 、 外 側 部 分 １ ８ ２ と
を 有 す る 膜 １ ８ ０ を 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 図 ８ の 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 膜 部 分 は 次 の よ う に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 第 １
に 、 耳 部 分 １ ９ ０ は 、 外 側 部 分 １ ８ ２ の 対 応 部 分 １ ８ ４ の 上 に 線 １ ８ ７ に 沿 っ て 折 り 返 す
こ と が で き る 。 同 様 に 、 耳 部 分 １ ９ ２ は 、 外 側 部 分 １ ８ ２ の 対 応 部 分 １ ８ ６ の 上 に 線 １ ８
９ に 沿 っ て 折 り 返 す こ と が で き る 。 中 間 部 分 １ ８ ８ は 、 外 側 部 分 １ ８ ２ と 、 耳 部 分 １ ９ ０
、 １ ９ ２ の 上 に 線 １ ８ ５ に 沿 っ て 折 り 返 す こ と が で き る 。 ま と め ら れ た 外 周 部 は 、 綴 じ 合
わ せ 、 溶 接 、 も し く は 縫 製 可 能 で 、 膜 は 裏 返 し に で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ８ の 膜 の 組 み 立 て の 別 の 実 施 形 態 で は 、 膜 は 裏 返 し に さ れ な い 。 例 え ば 、 中 間 部 分 １
８ ８ は 外 側 部 分 １ ８ ２ の 上 に 線 １ ８ ５ に 沿 っ て 折 り 返 し 可 能 で あ る 。 耳 部 分 １ ９ ０ 、 １ ９
２ は 、 外 側 部 分 の 対 応 部 分 １ ８ ４ 、 １ ８ ６ の 上 に そ れ ぞ れ 折 り 返 し 可 能 で あ る 。 ま と め ら
れ た 外 周 部 は 、 綴 じ 合 わ せ 、 溶 接 、 も し く は 縫 製 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 示 す 別 々 に 分 か れ て い る 膜 よ り も 、 あ る 一 定 の 膜 が 共 に 一 体 形 成 さ れ 、 折 り 返 さ
れ る よ う に な っ て い る 図 ７ お よ び ８ の 方 が 、 バ リ エ ー シ ョ ン が あ り 得 る 。 例 え ば 、 他 の 実
施 形 態 で は 、 耳 当 て 膜 は １ つ だ け 外 膜 と 一 体 形 成 さ れ る か 、 ２ つ の 耳 当 て 膜 が 外 膜 と 一 体
形 成 さ れ る か 、 ま た は １ つ の 耳 当 て 膜 と 中 間 膜 だ け が 外 膜 と 一 体 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 膜 は 折 り 目 全 体 （ 図 ７ の 線 １ ７ ７ の よ う な ） に 沿 っ て よ り も む し ろ
様 々 な 位 置 （ 例 え ば 、 不 連 続 的 配 置 ） で 一 体 と な る よ う 形 成 可 能 で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で
は 、 膜 は 膜 の 外 側 部 分 に 対 し て 様 々 な 位 置 で 一 体 と な る よ う 形 成 可 能 で あ る 。 例 え ば 耳 部
分 が 外 側 部 分 の 下 部 で 一 体 と な る よ う に （ 図 ８ に 示 す ） 形 成 さ れ る よ り も 、 耳 部 分 は 、 例
え ば 外 側 部 分 １ ８ ２ の 側 部 １ ８ ２ Ａ 、 １ ８ ２ Ｂ の よ う な 他 の 位 置 で 、 外 側 部 分 と 一 体 と な
る よ う に 形 成 可 能 で あ る 。 可 能 性 の あ る 様 々 な 位 置 と は 、 膜 の 部 分 （ 中 間 部 分 お よ び ／ ま
た は 耳 部 分 ） が 膜 の 外 側 部 分 の 上 に 折 り 返 さ れ て 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル を 適 切 に 形 成 す る 位
置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ９ お よ び １ ０ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ
レ ー ム を 図 示 し て い る 。 フ レ ー ム ２ ０ ０ は 、 バ ン ド ２ １ ０ と 耳 フ レ ー ム 部 材 ２ ２ ０ 、 ２ ３
０ と を 含 む 。 バ ン ド ２ １ ０ は 、 従 来 技 術 を 使 用 し て 耳 フ レ ー ム 部 材 ２ ２ ０ 、 ２ ３ ０ に 連 結
す る こ と が で き 、 保 温 用 耳 当 て 用 フ レ ー ム を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド ２ １ ０ は 、 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ を 備 え た 細 長 い 部 材 で
あ る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ２ ２ ０ は 開 口 部 ２ ２ ２ を 画 定 し （ defines an o
pening 222） 、 端 部 ２ ２ ４ を 含 ん で い る 。 同 様 に 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ２ ３ ０ は 開 口 部 ２ ３ ２
を 画 定 し 、 端 部 ２ ３ ４ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ０ に 示 す と お り 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ２ ２ ０ の 端 部 ２ ２ ４ は 、 バ ン ド ２ １ ０ の 端 部 ２ １
２ に 連 結 部 ２ ４ ０ で 連 結 さ れ て い る 。 同 様 に 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ２ ３ ０ の 端 部 ２ ３ ４ は 、 バ
ン ド ２ １ ０ の 端 部 ２ １ ４ に 連 結 部 ２ ４ ２ で 連 結 さ れ て い る 。 バ ン ド と 耳 フ レ ー ム 部 材 は 、
プ ラ ス チ ッ ク の よ う な 弾 性 素 材 で 作 ら れ て い る が 、 適 し た 素 材 な ら ば ど ん な も の を 使 用 し
て も よ い 。 連 結 部 ２ ４ ０ 、 ２ ４ ２ は 、 溶 接 、 圧 搾 ま た は 加 熱 と い っ た ど の よ う な 従 来 の 方
法 を 使 用 し て 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ １ ～ １ ３ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ
ー ム を 図 示 し て い る 。 フ レ ー ム ３ ０ ０ は 、 複 数 の 形 状 状 態 を 選 択 し て 使 用 す る こ と が で き
る （ selectively disposable in multiple configurations） 。 フ レ ー ム ３ ０ ０ は 湾 曲 形
状 を 有 し て お り 、 下 記 に よ り 詳 細 を 述 べ る と お り 、 こ の 形 状 は 特 定 の 状 態 で の フ レ ー ム ３
０ ０ の 配 置 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 フ レ ー ム ３ ０ ０ は 、 図 １ １ に 示 す と お り 、 展 開 ま た は 伸 張 し た 状 態 に （ in anexpanded 
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or extended configuration） 配 置 で き る 。 図 に 示 す よ う に 、 フ レ ー ム ３ ０ ０ は 伸 張 状 態
に あ る 間 、 そ の 長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 伸 張 し た あ る い は 直 線 的 な 形 状 を 維 持 す る 。 フ レ ー ム
３ ０ ０ は 、 図 １ ３ に 示 す と お り 、 折 畳 状 態 に （ ina collapsed configuration） も 配 置 で
き る 。 フ レ ー ム ３ ０ ０ は 、 折 畳 状 態 に あ る 間 、 容 易 に 収 納 お よ び ／ ま た は 移 送 で き る 。 フ
レ ー ム ３ ０ ０ は 、 使 用 者 が 保 温 用 耳 当 て を 装 着 し て い る と き 、 い く つ も の 中 間 の 状 態 （ 図
示 せ ず ） に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー ム ３ ０ ０ は 、 中 間 部 分 ３ １ ０ と 、 中 間 部 分 ３ １ ０ に 連
結 さ れ た 耳 部 分 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ と を 含 む 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 耳 部 分 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ は 中
間 部 分 ３ １ ０ と 一 体 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 耳 部 分 ３ ２ ０ は 開 口 部 ま た は 耳 穴 開 口 部 （ ear-hole aperture） ３ ２ ２ を 画 定 し 、 耳 部
分 ３ ２ ０ の 外 周 部 を 画 定 す る 外 側 表 面 ３ ２ ４ を 含 む 。 耳 部 分 ３ ３ ０ は 、 開 口 部 ま た は 耳 穴
開 口 部 ３ ３ ２ を 画 定 し 、 耳 部 分 ３ ３ ０ の 外 周 部 を 画 定 す る 外 側 表 面 ３ ３ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー ム ３ ０ ０ は 湾 曲 形 状 を 有 す る 。 フ レ ー ム ３ ０ ０ は 、 図
１ ２ に 示 す と お り 、 フ レ ー ム ３ ０ ０ の 全 長 に 沿 っ て 延 び る 軸 ３ ４ ０ に 対 し て 湾 曲 し て い る
。 フ レ ー ム ３ ０ ０ は 軸 ３ ４ ０ に 対 し て 十 分 な 距 離 を と っ て 湾 曲 し て お り 、 加 え ら れ る 圧 力
次 第 で 伸 張 状 態 ま た は 折 畳 状 態 の い ず れ か へ の フ レ ー ム ３ ０ ０ の ス ナ ッ プ を 可 能 に し て い
る 。 フ レ ー ム ３ ０ ０ が 折 畳 状 態 に あ る と き 、 耳 部 分 ３ ２ ０ 、 ３ ３ ０ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う
に 、 互 い に 隣 接 し て 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム を
図 示 し て い る 。 フ レ ー ム ４ ０ ０ は 複 数 の 形 状 状 態 を 選 択 し て 使 用 で き る と い う 点 で 、 フ レ
ー ム ４ ０ ０ は 理 論 的 に は フ レ ー ム ３ ０ ０ に 類 似 し て い る 。 フ レ ー ム ４ ０ ０ の 各 構 成 要 素 は
湾 曲 形 状 を 有 し 、 こ の 形 状 は 特 定 の 状 態 で の フ レ ー ム ４ ０ ０ の 配 置 を 容 易 に す る 。 フ レ ー
ム ４ ０ ０ は 、 フ レ ー ム ３ ０ ０ に 類 似 し た 、 伸 張 、 中 間 、 お よ び 折 畳 状 態 に 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー ム ４ ０ ０ は ２ つ の フ レ ー ム 部 材 ４ １ ０ 、 ４ ２ ０ を 含 む
。 こ の 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー ム 部 材 ４ １ ０ と ４ ２ ０ は 構 造 的 に 類 似 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 フ レ ー ム 部 材 ４ １ ０ は 、 バ ン ド ま た は フ レ ー ム 部 分 ４ １ ２ と 、 バ ン ド 部 分 ４ １ ２ に 連 結
さ れ た 耳 部 分 ４ １ ６ と を 含 む 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド 部 分 ４ １ ２ は 耳 部 分 ４ １ ６ に 一
体 形 成 さ れ て い る 。 バ ン ド 部 分 ４ １ ２ は 連 結 孔 ４ １ ４ を 含 み 、 こ の 孔 を 通 し て 従 来 型 締 結
具 （ 図 示 せ ず ） が 挿 入 さ れ 、 フ レ ー ム 部 材 ４ １ ０ と ４ ２ ０ を 相 互 に 連 結 す る 。 耳 部 分 ４ １
６ は 、 開 口 部 ま た は 耳 穴 開 口 部 ４ １ ８ を 画 定 す る 。 フ レ ー ム 部 材 ４ １ ０ は 、 フ レ ー ム 部 材
４ １ ０ の 全 長 に 沿 っ て 延 び る 軸 ４ ３ ０ に 対 し て 湾 曲 し て い る 。 軸 ４ ３ ０ は フ レ ー ム 部 材 ４
１ ０ の 長 手 方 向 軸 に 対 し て ほ ぼ 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 フ レ ー ム 部 材 ４ ２ ０ は 、 バ ン ド ま た は フ レ ー ム 部 分 ４ ２ ２ と 、 バ ン ド 部 分 ４ ２ ２ に 連 結
さ れ た 耳 部 分 ４ ２ ６ を 含 む 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド 部 分 ４ ２ ２ は 耳 部 分 ４ ２ ６ と 一 体
形 成 さ れ て い る 。 バ ン ド 部 分 ４ ２ ２ は 連 結 孔 ４ ２ ４ を 含 み 、 こ こ の 孔 を 通 し て 従 来 型 締 結
具 （ 図 示 せ ず ） が 挿 入 さ れ 、 フ レ ー ム 部 材 ４ １ ０ と ４ ２ ０ を 相 互 に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド 部 分 と フ レ ー ム 部 材 は ど れ も 一 体 型 も し く は 組 み 込 み 式 の ス
ナ ッ プ 連 結 子 も し く は リ ベ ッ ト を 含 む こ と が で き る 。 こ の 組 み 合 わ せ 方 で は 、 そ の 他 の バ
ン ド 部 分 と フ レ ー ム 部 材 は 、 連 結 子 も く し は リ ベ ッ ト を 受 け る 開 口 部 を 含 む こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ４ に 戻 っ て 述 べ る と 、 耳 部 分 ４ ２ ６ は 、 開 口 部 ま た は 耳 穴 開 口 部 ４ ２ ８ を 画 定 す る
。 フ レ ー ム 部 材 ４ ２ ０ は 、 フ レ ー ム 部 材 ４ ２ ０ の 全 長 に 沿 っ て 延 び る 軸 ４ ３ ２ に 対 し て 湾
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曲 し て い る 。 軸 ４ ３ ２ は フ レ ー ム 部 材 ４ ２ ０ の 長 手 方 向 軸 に 対 し て ほ ぼ 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム を
図 示 し て い る 。 フ レ ー ム ５ ０ ０ は 複 数 の 形 状 状 態 を 選 択 し て 使 用 で き る と い う 点 で 、 フ レ
ー ム ５ ０ ０ は 理 論 的 に は フ レ ー ム ３ ０ ０ お よ び ４ ０ ０ に 類 似 し て い る 。 フ レ ー ム ５ ０ ０ の
各 構 成 要 素 は 湾 曲 形 状 を 有 し 、 こ の 形 状 は 特 定 の 状 態 で の フ レ ー ム ５ ０ ０ の 配 置 を 容 易 に
す る 。 フ レ ー ム ５ ０ ０ は 、 フ レ ー ム ３ ０ ０ お よ び ４ ０ ０ に 類 似 し た 、 伸 張 、 中 間 、 お よ び
折 畳 状 態 に 配 置 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー ム ５ ０ ０ は 、 バ ン ド ５ １ ０ と 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ま た は
部 分 ５ ２ ０ 、 ５ ３ ０ と を 含 む 。 バ ン ド ５ １ ０ は 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ５ ２ ０ 、 ５ ３ ０ に 連 結 さ
れ 、 保 温 用 耳 当 て 用 の フ レ ー ム ５ ０ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 バ ン ド ５ １ ０ は 、 端 部 ５ １ ２ 、 ５ １ ６ と 、 端 部 ５ １ ２ 、 ５ １ ６ に そ れ ぞ れ 隣 接 す る 連 結
孔 ５ １ ４ 、 ５ １ ８ と を 含 む 。 従 来 型 締 結 具 は 、 連 結 孔 ５ １ ４ 、 ５ １ ８ を 通 っ て バ ン ド ５ １
０ を 耳 フ レ ー ム 部 材 ５ ２ ０ 、 ５ ３ ０ に 連 結 す る 。 バ ン ド ５ １ ０ は 、 バ ン ド ５ １ ０ の 全 長 に
沿 っ て 延 び る 軸 に 対 し て 湾 曲 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 耳 フ レ ー ム 部 材 ５ ２ ０ は 開 口 部 ま た は 耳 穴 開 口 部 ５ ２ ２ を 画 定 し 、 連 結 孔 ５ ２ ６ を 備 え
た 端 部 ５ ２ ４ を 含 む 。 耳 フ レ ー ム 部 材 ５ ２ ０ は 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ５ ２ ０ の 全 長 に 沿 っ て 延
び る 軸 に 対 し て 湾 曲 し て い る 。 同 様 に 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ５ ３ ０ は 開 口 部 ま た は 耳 穴 開 口 部
５ ３ ２ を 画 定 し 、 連 結 孔 ５ ３ ６ を 備 え た 端 部 ５ ３ ４ を 含 む 。 耳 フ レ ー ム 部 材 ５ ３ ０ は 、 耳
フ レ ー ム 部 材 ５ ３ ０ の 全 長 に 沿 っ て 延 び る 軸 に 対 し て 湾 曲 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ １ ～ １ ５ で は １ 片 、 ２ 片 お よ び ３ 片 か ら な る 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム を 図 示 し て い る
が 、 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム が 有 す る 相 互 に 連 結 さ れ る 構 成 要 素 は い く つ で も よ い 。 図 １ １
～ １ ５ に 図 示 す る 実 施 形 態 に お け る 構 成 要 素 は 湾 曲 し て い る も の と し て 描 か れ て い る が 、
保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム の 全 て の 構 成 要 素 が 湾 曲 し て い る 必 要 は な い 。 折 り 畳 み 可 能 な 保 温
用 耳 当 て フ レ ー ム を 作 成 す る に は 、 バ ン ド 領 域 だ け が 湾 曲 し て い れ ば よ い 。 例 え ば 、 図 １
５ に 示 す フ レ ー ム ５ ０ ０ で は 、 バ ン ド ５ １ ０ が 湾 曲 し て い る 場 合 、 前 述 の と お り 、 耳 フ レ
ー ム 部 材 ５ ２ ０ 、 ５ ３ ０ は 湾 曲 し て い る 必 要 は な い 。 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム を 作 成 す る た
め に 、 湾 曲 お よ び 真 っ 直 ぐ な フ レ ー ム 構 成 部 品 の 様 々 な 変 形 や 組 み 合 わ せ で 、 組 み 立 て て
も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ６ ～ １ ７ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ
ー ム を 図 示 し て い る 。 フ レ ー ム ６ ０ ０ は 、 フ レ ー ム ６ ０ ０ の 全 体 の 長 さ を 調 節 す る た め に
互 い に 相 対 的 に 移 動 す る 数 個 の 構 成 要 素 を 含 ん で い る 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー
ム ６ ０ ０ は 、 バ ン ド ６ １ ０ と 、 バ ン ド ６ １ ０ に 対 し て 摺 動 可 能 に 連 結 で き る 耳 フ レ ー ム 部
材 ６ ２ ０ 、 ６ ３ ０ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 外 側 表 面 ６ １ ２ と 内 側 表 面 ６ １ ４ と 端 部 ６ １ ６ 、 ６ １ ８ と を 備 え た バ ン ド ６ １ ０ 。 図 示
さ れ た 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド ６ １ ０ は 、 内 側 表 面 ６ １ ４ 上 に 形 成 さ れ た う ね 状 の 隆 起 （ ri
dges） ま た は 突 起 ６ １ ５ を 含 ん で い る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド の 内 側 表 面 は 隆 起 や 突
起 を 一 切 含 ま な い 。 こ う し た 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド と 耳 フ レ ー ム 部 材 は 摩 擦 に よ っ て 相 互
に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ６ ～ １ ７ で 図 示 さ れ た 実 施 形 態 に 戻 っ て 述 べ る と 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ６ ２ ０ は 、 開 口
部 ６ ２ １ を 画 定 す る 耳 フ レ ー ム 部 分 ６ ２ ３ と 、 端 部 ６ ２ ２ を 有 す る バ ン ド 部 分 ６ ２ ５ と を
含 ん で い る 。 突 起 ６ ２ ４ は 端 部 ６ ２ ２ の 直 近 に 配 置 さ れ る 。 耳 フ レ ー ム 部 材 ６ ２ ０ は 、 開
口 部 ６ ２ ８ を 形 成 す る 通 路 ６ ２ ６ を 含 む 。 バ ン ド ６ １ ０ を 耳 フ レ ー ム 部 材 ６ ２ ０ に 連 結 す
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る た め に 、 端 部 ６ １ ８ は 通 路 ６ ２ ６ の 開 口 部 ６ ２ ８ の 中 に 挿 通 さ れ る 。 突 起 ６ ２ ４ は バ ン
ド ６ １ ０ 上 の 隆 起 ６ １ ４ と 係 合 し て 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ６ ２ ０ を バ ン ド ６ １ ０ に 沿 っ て 特 定
の 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ６ ３ ０ は 、 開 港 部 ６ ３ １ を 画 定 す る 耳 フ レ ー
ム 部 分 ６ ３ ３ と 、 端 部 ６ ３ ２ を 有 す る バ ン ド 部 分 ６ ３ ５ と を 含 む 。 突 起 ６ ３ ４ は 端 部 ６ ３
２ の 直 近 に 配 置 さ れ る 。 耳 フ レ ー ム 部 材 ６ ３ ０ は 開 口 部 ６ ３ ８ を 形 成 す る 通 路 ６ ３ ６ を 含
む 。 バ ン ド ６ １ ０ を 耳 フ レ ー ム 部 材 ６ ３ ０ に 連 結 す る た め に 、 端 部 ６ １ ６ は 通 路 ６ ３ ６ の
開 口 部 ６ ３ ８ の 中 に 挿 通 さ れ る 。 突 起 ６ ３ ４ は バ ン ド ６ １ ０ 上 の 隆 起 ６ １ ４ と 係 合 し て 、
耳 フ レ ー ム 部 材 ６ ３ ０ を バ ン ド ６ １ ０ に 沿 っ て 特 定 の 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド が 耳 フ レ ー ム 部 材 を 挿 入 す る た め の 通 路 を １ つ 以 上 含 ん で い
て も よ い 。 こ う し た 実 施 形 態 で は 、 そ れ ぞ れ の 耳 フ レ ー ム 部 材 は 通 路 を 有 し て い な い 。 別
の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド も し く は 耳 フ レ ー ム 部 材 に 形 成 あ る い は 結 合 さ れ た 通 路 は い ず れ
も 、 バ ン ド も し く は 耳 フ レ ー ム 部 材 の 内 側 表 面 上 あ る い は 外 側 表 面 上 に 配 置 し て よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ８ ～ １ ９ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ
ー ム を 図 示 し て い る 。 フ レ ー ム ７ ０ ０ は 、 フ レ ー ム ７ ０ ０ の 全 体 の 長 さ を 調 節 す る た め に
互 い に 相 対 的 に 移 動 す る 数 個 の 構 成 要 素 を 含 ん で い る 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 フ レ ー
ム ７ ０ ０ は 、 バ ン ド ７ １ ０ と 、 連 結 バ ン ド ７ ２ ０ 、 ７ ３ ０ と 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ７ ６ ０ 、 ７
７ ０ と を 含 む 。 連 結 バ ン ド ７ ２ ０ 、 ７ ３ ０ は 、 バ ン ド ７ １ ０ に 対 し て 摺 動 可 能 に 連 結 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 外 側 表 面 ７ １ ２ と 内 側 表 面 ７ １ ４ と 端 部 ７ １ ６ 、 ７ １ ８ と を 備 え た バ ン ド ７ １ ０ 。 図 示
さ れ た 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド ７ １ ０ は 、 内 側 表 面 ７ １ ４ 上 に 形 成 さ れ た う ね 状 の 隆 起 ７ １
５ を 含 ん で い る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド の 内 側 表 面 は 一 切 隆 起 の な い 滑 ら か な 面 で あ
る 。 こ う し た 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド と 連 結 バ ン ド は 、 摩 擦 に よ っ て 相 互 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ８ ～ １ ９ に 図 示 さ れ た 実 施 形 態 に 戻 っ て 述 べ る と 、 連 結 バ ン ド ま た は バ ン ド 部 分 ７
２ ０ は 、 内 側 表 面 ７ ２ ６ と 、 外 側 表 面 ７ ２ ８ と 、 端 部 ７ ２ ２ 、 ７ ２ ４ と を 含 む 。 連 結 バ ン
ド ７ ２ ０ は 外 側 表 面 ７ ２ ８ 上 に 形 成 さ れ た 隆 起 ７ ３ ０ を 含 む 。 ま た 連 結 バ ン ド ７ ２ ０ は 、
開 口 部 ７ ３ ４ を 画 定 す る 通 路 ７ ３ ２ も 含 む 。 連 結 孔 ７ ３ ６ は 端 部 ７ ２ ２ に 近 く に 配 置 さ れ
て い る 。 連 結 孔 ７ ３ ６ に は 従 来 型 締 結 具 ７ ８ ２ を 挿 通 し て 、 連 結 バ ン ド ７ ２ ０ と 耳 フ レ ー
ム 部 材 ７ ６ ０ と を 連 結 で き る 。 連 結 バ ン ド ７ ２ ０ に バ ン ド ７ １ ０ を 連 結 す る た め 、 端 部 ７
１ ６ が 通 路 ７ ３ ２ の 開 口 部 ７ ３ ４ に 挿 通 さ れ る 。 連 結 バ ン ド ７ ２ ０ 上 の 隆 起 ７ ３ ０ は バ ン
ド ７ １ ０ 上 の 隆 起 ７ １ ５ と 係 合 し て 、 連 結 バ ン ド ７ ２ ０ を バ ン ド ７ １ ０ に 沿 っ て 特 定 の 位
置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 連 結 バ ン ド ま た は バ ン ド 部 分 ７ ４ ０ は 、 内 側 表 面 ７ ４ ６ と 、
外 側 表 面 ７ ４ ８ と 、 端 部 ７ ４ ２ 、 ７ ４ ４ と を 含 む 。 連 結 バ ン ド ７ ４ ０ は 外 側 表 面 ７ ４ ８ 上
に 形 成 さ れ た 隆 起 ７ ５ ０ を 含 む 。 ま た 連 結 バ ン ド ７ ４ ０ は 、 開 口 部 ７ ５ ４ を 画 定 す る 通 路
７ ５ ２ も 含 む 。 連 結 孔 ７ ５ ６ は 端 部 ７ ４ ２ に 近 く に 配 置 さ れ る 。 従 来 型 締 結 具 ７ ８ ４ を 連
結 孔 ７ ５ ６ に 挿 通 し て 、 連 結 バ ン ド ７ ４ ０ と 耳 フ レ ー ム 部 材 ７ ７ ０ と を 連 結 で き る 。 バ ン
ド ７ １ ０ を 連 結 バ ン ド ７ ４ ０ に 連 結 す る た め に 、 端 部 ７ １ ８ が 通 路 ７ ５ ２ の 開 口 部 ７ ５ ４
に 挿 通 さ れ る 。 連 結 バ ン ド ７ ４ ０ 上 の 隆 起 ７ ５ ０ は バ ン ド ７ １ ０ 上 の 隆 起 ７ １ ５ と 係 合 し
て 、 連 結 バ ン ド ７ ４ ０ を バ ン ド ７ １ ０ に 沿 っ て 特 定 の 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド が 、 連 結 バ ン ド を 挿 通 す る １ つ 以 上 の 通 路 を 含 ん で い て も よ
い 。 こ う し た 実 施 形 態 で は 、 そ れ ぞ れ の 連 結 バ ン ド は 通 路 を 有 し な い 。 別 の 実 施 形 態 で は
、 バ ン ド も し く は 連 結 バ ン ド に 形 成 あ る い は 結 合 さ れ た 通 路 は い ず れ も 、 バ ン ド も し く は
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連 結 バ ン ド の 内 側 表 面 あ る い は 外 側 表 面 上 に 配 置 し て よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 耳 フ レ ー ム 部 材 ７ ６ ０ は 開 口 部 ７ ６ １ を 画 定 し 、 端 部 ７ ６ ２ を 含 ん で い る 。 耳 フ レ ー ム
部 材 ７ ６ ０ は 、 端 部 ７ ６ ２ の 近 く に 配 置 さ れ た 連 結 孔 ７ ６ ４ を 含 む 。 連 結 孔 ７ ３ ６ と ７ ６
４ と に は 従 来 型 締 結 具 ７ ８ ２ を 挿 通 で き 、 連 結 バ ン ド ７ ２ ０ と 耳 フ レ ー ム 部 材 ７ ６ ０ を 相
互 に 連 結 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 耳 フ レ ー ム 部 材 ７ ７ ０ は 開 口 部 ７ ７ １ を 画 定 し 、 端 部 ７ ７ ２ を 含 ん で い る 。 耳 フ レ ー ム
部 材 ７ ７ ０ は 、 端 部 ７ ７ ２ の 近 く に 配 置 さ れ た 連 結 孔 ７ ７ ４ を 含 む 。 連 結 孔 ７ ５ ６ 、 ７ ７
４ と に は 従 来 型 締 結 具 ７ ８ ４ を 挿 通 で き 、 連 結 バ ン ド ７ ４ ０ と 耳 フ レ ー ム 部 材 ７ ７ ０ と を
相 互 に 連 結 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 耳 フ レ ー ム 部 材 ７ ６ ０ 、 ７ ７ ０ は 、 締 結 具 を 使 用 し て 連 結 バ ン ド ７ ２ ０ 、 ７ ４ ０ と 連 結
さ れ て い る が 、 あ ら ゆ る 従 来 型 の 連 結 方 法 ま た は 技 術 も 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム の
セ ッ ト も し く は 組 み 合 わ せ た も の を 含 ん で い る 。 フ レ ー ム セ ッ ト ８ ０ ０ は 、 数 個 の バ ン ド
８ １ ０ 、 ８ ２ ０ お よ び ８ ３ ０ と 、 耳 フ レ ー ム も し く は 耳 フ レ ー ム 部 材 ８ ４ ０ 、 ８ ５ ０ と を
含 む 。 各 バ ン ド ８ １ ０ 、 ８ ２ ０ お よ び ８ ３ ０ は 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ８ ４ ０ 、 ８ ５ ０ に 連 結 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド ８ １ ０ 、 ８ ２ ０ 、 ８ ３ ０ は 異 な る 長 さ を 有 し 、 保 温 用
耳 当 て フ レ ー ム を 組 み 立 て る た め に 交 換 可 能 で あ る 。 該 フ レ ー ム は 、 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル
内 へ 挿 入 さ れ 、 保 温 用 耳 当 て を 形 成 す る 。 長 さ の 異 な る バ ン ド ８ １ ０ 、 ８ ２ ０ 、 ８ ３ ０ に
よ っ て 、 使 用 者 は 保 温 用 耳 当 て の 全 体 的 長 さ を 変 え る こ と が 可 能 と な る 。 同 様 に 、 頭 の 大
き さ の 異 な る 複 数 の 使 用 者 が 、 長 さ の 異 な る バ ン ド ８ １ ０ ～ ８ ３ ０ を 交 換 す る こ と で 、 同
じ 保 温 用 耳 当 て を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ つ の 組 み 合 せ 方 で は 、 バ ン ド ８ １ ０ は 端 部 ８ １ ２ 、 ８ １ ４ を 含 ん で お り 、 こ れ ら 端 部
は 耳 フ レ ー ム 部 材 ８ ４ ０ 、 ８ ５ ０ の 端 部 ８ ４ ２ 、 ８ ５ ２ に そ れ ぞ れ 連 結 可 能 で あ る 。 別 の
組 み 合 わ せ 方 で は 、 バ ン ド ８ ２ ０ は 端 部 ８ ２ ２ 、 ８ ２ ４ を 含 ん で お り 、 こ れ ら 端 部 は そ れ
ぞ れ 耳 フ レ ー ム 部 材 端 部 ８ ４ ２ 、 ８ ５ ２ に 連 結 可 能 で あ る 。 別 の 組 み 合 わ せ 方 で は 、 バ ン
ド ８ ３ ０ は 、 耳 フ レ ー ム 部 材 端 部 ８ ４ ２ 、 ８ ５ ２ に そ れ ぞ れ 連 結 可 能 な 端 部 ８ ３ ２ 、 ８ ３
４ を 含 ん で い る 。 端 部 は 、 従 来 型 締 結 具 ま た は 他 の 方 法 を 使 用 し て 連 結 し て も よ い 。 例 え
ば 、 バ ン ド の 取 り 外 し と 別 の バ ン ド の 耳 フ レ ー ム 部 材 へ の 再 連 結 を 容 易 に す る リ リ ー ス 機
構 （ release-type mechanism） を 使 用 し て 連 結 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ２ １ ～ ２ ２ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ
ー ム を 図 示 し て い る 。 フ レ ー ム ９ ０ ０ は 、 数 個 の バ ン ド ９ １ ０ 、 ９ ２ ０ と 耳 フ レ ー ム 部 材
９ ３ ０ 、 ９ ４ ０ と を 含 む 。 耳 フ レ ー ム 部 材 ９ ３ ０ は バ ン ド ９ １ ０ に 連 結 さ れ 、 耳 フ レ ー ム
部 材 ９ ４ ０ は バ ン ド ９ ２ ０ に 連 結 さ れ る 。 バ ン ド ９ １ ０ と ９ ２ ０ は 互 い に 摺 動 可 能 に 連 結
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド ９ １ ０ は 、 端 部 ９ １ ２ 、 ９ １ ４ と 、 端 部 ９ １ ４ の 近 く
に 配 置 さ れ た 通 路 ９ １ ６ （ 図 ２ ２ 参 照 ） と を 含 む 。 通 路 ９ １ ６ は バ ン ド ９ ２ ０ が 挿 通 す る
開 口 部 ９ １ ８ を 含 む 。 バ ン ド ９ ２ ０ は 、 端 部 ９ ２ ２ 、 ９ ２ ４ と 、 端 部 ９ ２ ４ の 近 く に 配 置
さ れ た 通 路 ９ ２ ６ と を 含 む 。 通 路 ９ ２ ６ は 、 バ ン ド ９ １ ０ が 挿 通 す る 開 口 部 ９ ２ ８ を 含 む
。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 耳 フ レ ー ム 部 材 ９ ３ ０ は 端 部 ９ ３ ２ を 含 み 、 開 口 部 ９ ３ ４ を 画 定 す る 。 端 部 ９ ３ ２ は 、
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締 結 具 （ 図 示 せ ず ） の よ う な い ず れ か の 従 来 技 術 を 使 用 し て 、 バ ン ド ９ １ ０ の 端 部 ９ １ ２
に 連 結 さ れ る 。 同 様 に 、 耳 フ レ ー ム 部 材 ９ ４ ０ は 端 部 ９ ４ ２ を 含 み 、 開 口 部 ９ ４ ４ を 画 定
す る 。 端 部 ９ ４ ２ は 、 締 結 具 の よ う な い ず れ か の 従 来 技 術 を 使 用 し て 、 バ ン ド ９ ２ ０ の 端
部 ９ ２ ２ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 フ レ ー ム ９ ０ ０ を 組 み 立 て る の に は 、 様 々 な 方 法 を 使 用 し て よ い 。 例 え ば 、 バ ン ド ９ １
０ の 端 部 ９ １ ２ を 通 路 ９ ２ ６ の 開 口 部 ９ ２ ８ の 中 に 挿 通 す る と 同 時 に 、 バ ン ド ９ ２ ０ の 端
部 ９ ２ ２ を 通 路 ９ １ ６ の 開 口 部 ９ １ ８ に 挿 通 す る 。 耳 フ レ ー ム 部 材 ９ ３ ０ 、 ９ ４ ０ は 、 バ
ン ド ９ １ ０ 、 ９ ２ ０ の 端 部 ９ １ ２ 、 ９ ２ ２ に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ る 。 開 口 部 ９ １ ８ と ９ ２ ８
は 、 バ ン ド ９ １ ０ と ９ ２ ０ を 使 用 者 が 動 か し た 後 そ の 開 口 部 内 で 摩 擦 に よ っ て 保 持 で き る
よ う な サ イ ズ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 各 バ ン ド ９ １ ０ 、 ９ ２ ０ は 、 ほ ぼ 正 方 形 の 断 面 を 有 す る 。 図 示 さ
れ た 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド ９ １ ０ 、 ９ ２ ０ は 同 一 の 構 造 を 有 す る 。 バ ン ド ９ １ ０ の 幅 （ ｗ
） 、 高 さ （ ｈ ） 、 長 さ （ ｌ ） 寸 法 は 、 図 ２ ２ に 示 さ れ て い る 。 バ ン ド ９ １ ０ の サ イ ズ と 形
は 変 更 し て も 良 い 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 各 バ ン ド の 幅 （ ｗ ） は 各 バ ン ド の 高 さ （ ｈ ） と ほ
ぼ 同 じ で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 各 バ ン ド の 幅 （ ｗ ） は 各 バ ン ド の 高 さ （ ｈ ） よ り 大 き
く て も よ い 。 さ ら に 、 別 の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド ９ １ ０ は バ ン ド ９ ２ ０ と は 異 な る 寸 法 を
有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 保 温 用 耳 当 て 用 の 従 来 型 バ ン ド の 多 く は 長 方 形 の 断 面 を 有 す る 。 バ ン ド ９ １ ０ 、 ９ ２ ０
は 、 従 来 型 バ ン ド よ り 高 さ が 低 く 、 幅 が 狭 く 、 そ れ に よ っ て 原 材 料 の 量 と 保 温 用 耳 当 て フ
レ ー ム ９ ０ ０ 全 体 の 重 さ を 削 減 し て い る 。 フ レ ー ム ９ ０ ０ は 、 保 温 用 耳 当 て を 組 み 立 て る
の に 使 用 で き る 軽 量 か つ 低 コ ス ト の フ レ ー ム で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 フ レ ー ム の サ イ ズ と 形 お よ び 使 用 さ れ る 特 定 の フ レ ー ム 素 材 は 、 強 度 、 弾 力 性 、 耐 久 性
と い っ た 、 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム の 特 質 に 関 係 す る 関 連 因 子 で あ る 。 保 温 用 耳 当 て フ レ ー
ム の 強 度 は 、 装 着 者 の 頭 上 で 保 温 用 耳 当 て を 支 え る 構 造 を 維 持 す る フ レ ー ム の 性 能 に 影 響
を 及 ぼ す 。 フ レ ー ム が 装 着 者 の 上 で 安 定 を 保 つ こ と が で き な い ほ ど 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム
の サ イ ズ が 縮 小 さ れ る 場 合 は 、 フ レ ー ム の 他 の 特 性 を 変 更 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 フ
レ ー ム の 形 状 を 、 強 度 を 増 し た 構 造 に 変 更 し て も よ い 。 そ の 替 わ り に 、 原 材 料 を 硬 度 と 剛
性 を 増 し た 構 造 に 変 更 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ ３ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る 保 温 用 耳 当
て 部 材 を 図 示 し て い る 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 完 全 な 円 も し く は 楕 円 構 造 と は 対 照 的
に 耳 フ レ ー ム 部 材 １ ０ ０ ０ は ア ー チ 型 の 構 造 を 有 す る 。 耳 フ レ ー ム 部 材 １ ０ ０ ０ は 、 端 部
１ ０ ０ ２ 、 １ ０ ０ ４ を 含 む 。 端 部 １ ０ ０ ４ は 連 結 開 口 部 １ ０ ０ ８ を 画 定 す る 張 り 出 し 部 １
０ ０ ６ を 含 み 、 こ の 開 口 部 １ ０ ０ ８ は 耳 あ て 部 材 １ ０ ０ ０ を バ ン ド あ る い は フ レ ー ム の 他
の 部 分 に 連 結 す る の に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 １ つ の 実 施 形 態 で は 、 １ つ ま た は ２ つ の 耳 フ レ ー ム 部 材 １ ０ ０ ０ を 、 図 ２ １ お よ び ２ ２
に 示 し た フ レ ー ム ９ ０ ０ と 共 に 使 用 す る こ と が で き る 。 耳 フ レ ー ム 部 材 １ ０ ０ ０ は 耳 フ レ
ー ム 部 材 ９ ３ ０ 、 ９ ４ ０ よ り 原 料 が 少 な い の で 、 フ レ ー ム ９ ０ ０ の 重 量 は 一 層 軽 減 さ れ る
。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 願 で 開 示 し た 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム の 構 成 要 素 は プ ラ ス チ ッ ク で 作 ら れ て い る が 、 装
着 者 の 頭 上 で 保 温 用 耳 当 て を 支 え る の に 十 分 な 硬 度 ま た は 剛 性 を 有 す る 適 し た 素 材 で あ れ
ば 、 ど の よ う な 素 材 を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム の 構 成 要 素 は 、 フ レ ー ム 、 フ レ ー ム 部 材 、 フ
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レ ー ム 部 分 、 バ ン ド 、 接 続 バ ン ド 、 バ ン ド 部 分 お よ び バ ン ド 部 材 を 含 み 、 断 面 は ど の よ う
な 形 状 で も よ い 。 例 え ば 、 い ず れ の 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム 構 成 要 素 の 断 面 も 、 正 方 形 、 長
方 形 、 円 、 楕 円 、 弧 、 あ る い は 他 の 幾 何 学 的 形 状 に 類 似 す る も の で あ っ て 構 わ な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 発 明 を 詳 細 に わ た り 具 体 的 な 本 発 明 の 実 施 形 態 を 参 照 し つ つ 説 明 し て き た が 、 こ れ に
つ い て の 様 々 な 変 更 や 修 正 が 本 発 明 の 精 神 と 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く な さ れ 得 る こ と は
、 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ ろ う 。 よ っ て 本 発 明 は 、 添 付 の 請 求 の 範 囲 お よ び そ の 等 価 物
の 範 囲 内 で あ る こ と を 条 件 に 、 本 発 明 の 修 正 お よ び 変 更 も 対 象 と し て 含 む こ と を 意 図 す る
も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る 一 組 の 膜 の 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 組 み 立 て 工 程 の 中 間 ス テ ッ プ に お け る 、 図 １ の 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル の 組 み 合 わ せ
方 の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル の 図 ２ 上 の 線 ３ － ３ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル の 組 み 合 わ せ 方 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 保 温 用 耳 当 て シ ェ ル の 図 ４ 上 の 線 ５ － ５ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る 一 組 の 膜 の 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る 膜 の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る 膜 の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム の 分 解
平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の フ レ ー ム の 組 み 立 て 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム の 伸 張 状
態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の フ レ ー ム の 図 １ １ 上 の 線 １ ２ － １ ２ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 図 １ １ の フ レ ー ム の 折 畳 状 態 の 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム の 分
解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム の 分
解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム の 組
み 立 て 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の フ レ ー ム の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム の 組
み 立 て 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の フ レ ー ム の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム セ ッ
ト の 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム の 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ １ の フ レ ー ム の フ レ ー ム 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る 保 温 用 耳 当 て の 組 み 立 て に 使 用 す る フ レ ー ム の 耳
フ レ ー ム 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ６ 】

【 図 ４ 】

【 図 ３ 】

【 図 ５ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 10月 23日 (2003.10.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ェ ル と 前 記 シ ェ ル に 挿 入 す る よ う 構 成 さ れ た フ レ ー ム と を 備 え た 保 温 用 耳 当 て で あ っ
て 、
　 　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ 耳 部 分 と 第 ２ 耳 部 分 と を 含 み 、 前 記 フ レ ー ム は 伸 張 状 態 と 折 畳 状
態 と を 選 択 し て 使 用 可 能 で あ り 、 前 記 第 １ 耳 部 分 は 前 記 折 畳 状 態 で は 前 記 第 ２ 耳 部 分 に 隣
接 し 、 前 記 フ レ ー ム は 長 手 方 向 軸 を 有 し 、 伸 張 状 態 で 前 記 長 手 方 向 軸 に ほ ぼ 平 行 な 軸 に 対
し て 前 記 フ レ ー ム が 湾 曲 し て い る 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ バ ン ド 部 材 と 第 ２ バ ン ド 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 前 記
第 ２ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 第 １ フ レ ー ム 部 分 と 前 記 第 １ 耳 部 分 と
を 含 み 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 第 ２ フ レ ー ム 部 分 と 前 記 第 ２ 耳 部 分 と を 含 む 、 請 求 項 １ に
記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ バ ン ド 部 材 と 第 ２ バ ン ド 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 前 記
第 ２ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 第 １ フ レ ー ム 部 分 と 前 記 第 １ 耳 部 分 と
を 含 み 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 第 ２ フ レ ー ム 部 分 と 前 記 第 ２ 耳 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ
レ ー ム 部 分 は 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 分 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ バ ン ド 部 材 と 第 ２ バ ン ド 部 材 と 第 ３ バ ン ド 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １
バ ン ド 部 材 は 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 前 記
第 ３ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 １ バ ン ド 部 材 と 第 ２ バ ン ド 部 材 と 第 ３ バ ン ド 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １
バ ン ド 部 材 は 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 前 記
第 ３ バ ン ド 部 材 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 前 記 第 １ 耳 部 分 を 含 み
、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 前 記 第 ２ 耳 部 分 を 含 み 、 前 記 第 ３ バ ン ド 部 材 は 第 １ フ レ ー ム 部 分
を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 独 自 の 長 手 方 向 軸 を 有 し 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 独 自 の 長 手 方 向
軸 を 有 し 、 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 は 前 記 第 １ バ ン ド 部 材 の 前 記 長 手 方 向 軸 に ほ ぼ 平 行 な 軸 に
対 し て 湾 曲 し て お り 、 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 は 前 記 第 ２ バ ン ド 部 材 の 前 記 長 手 方 向 軸 に ほ ぼ
平 行 な 軸 に 対 し て 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 耳 部 分 は 第 １ 耳 穴 開 口 部 を 画 定 す る 第 １ フ レ ー ム 部 分 を 含 み 、 前 記 第 ２ 耳 部 分
は 第 ２ 耳 穴 開 口 部 を 画 定 す る 第 ２ フ レ ー ム 部 分 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 長 手 方 向 軸 を 有 し 、 前 記 フ レ ー ム が 前 記 折 畳 状 態 に あ る と き 前 記 フ レ ー
ム は 前 記 長 手 方 向 軸 に ほ ぼ 直 角 な 軸 に 対 し て 湾 曲 し 、 前 記 フ レ ー ム が 前 記 伸 張 状 態 に あ る
と き 前 記 フ レ ー ム は 前 記 長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 伸 長 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 前 記 伸 張 状 態 に あ る 間 は 前 記 長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 伸 長 し た 形 状 を 維 持 す
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る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 シ ェ ル と 前 記 シ ェ ル に 挿 入 す る よ う 構 成 さ れ た フ レ ー ム と を 備 え た 保 温 用 耳 当 て で あ っ
て 、 前 記 フ レ ー ム は 、
　 　 第 １ フ レ ー ム 部 材 で あ っ て 、 通 路 と 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た
突 起 と を 含 む 第 １ フ レ ー ム 部 材 と 、
　 　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 で あ っ て 、 複 数 の 突 起 を 含 む 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 、
　 　 第 ３ フ レ ー ム 部 材 で あ っ て 、 通 路 と 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 通 路 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た
突 起 と を 含 む 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 は 前 記 第 ２ フ レ ー ム
部 材 を 受 け 入 れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 通 路 は 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 を 受
け 入 れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 と 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と を 前 記 第 ２ フ レ
ー ム 部 材 に 連 結 す べ く 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 突 起 と 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 突 起 と が 前 記
複 数 の 突 起 と 係 合 す る よ う 構 成 さ れ る 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 は 内 側 表 面 を 有 し 、 前 記 複 数 の 突 起 が 前 記 内 側 表 面 に 配 置 さ れ て
い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 は バ ン ド 部 分 と 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 バ ン ド 部 分 は 複 数
の 突 起 を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 が 前 記 バ ン ド 部 分 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １
０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 は バ ン ド 部 分 と 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 バ ン ド 部 分 は 第 １
表 面 と 前 記 第 １ 表 面 に 配 置 さ れ た 複 数 の 突 起 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 が 前 記
バ ン ド 部 分 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 は バ ン ド 部 分 と 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材
通 路 が 前 記 バ ン ド 部 分 に 配 置 さ れ 、 前 記 バ ン ド 部 分 は 前 記 耳 フ レ ー ム 部 分 に 連 結 さ れ る よ
う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 は 独 自 の バ ン ド 部 分 と 独 自 の 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 ２
フ レ ー ム 部 材 は 独 自 の バ ン ド 部 分 と 独 自 の 耳 フ レ ー ム 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部
材 の 前 記 バ ン ド 部 分 は 複 数 の 突 起 を 含 み 、 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 は 前 記 第 １ フ レ ー ム
部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の バ ン ド 部 分 は 複 数 の 突 起 を
含 み 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 通 路 は 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 第 ２ バ ン ド 部 分 上 に 配 置
さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 は 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材
の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 と 係 合 す る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載
の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 は 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材
の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 と 係 合 す る よ う 構 成 さ れ て お り 、 前 記 第 ３ フ レ ー ム
部 材 は 独 自 の バ ン ド 部 分 を 含 み 、 前 記 第 ３ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 は 、 前 記 第 ２ フ
レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 上 の 前 記 複 数 の 突 起 と 係 合 す る よ う 構 成 さ れ て い る 複 数 の 突
起 を 含 む 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 は 前 記 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 耳 フ レ ー ム 部 分
に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の 前 記 バ ン ド 部 分 は 前 記 第 ２ フ
レ ー ム 部 材 の 前 記 耳 フ レ ー ム 部 分 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の
保 温 用 耳 当 て 。
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【 請 求 項 １ ９ 】
　 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム を 組 み 立 て る 方 法 で あ っ て 、 該 保 温 用 耳 当 て フ レ ー ム は 、 通 路 と
突 起 を 備 え た 第 １ フ レ ー ム 部 材 と 、 複 数 の 突 起 を 備 え た 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 、 通 路 と 突 起
を 備 え た 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と を 含 ん で お り 、 前 記 方 法 は 、
　 　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 を 第 １ フ レ ー ム 部 材 通 路 の 中 へ 挿 通 す る ス テ ッ プ と 、
　 　 第 １ フ レ ー ム 部 材 上 の 突 起 を 第 ２ フ レ ー ム 部 材 上 の 複 数 の 突 起 と 係 合 さ せ る ス テ ッ プ
と 、
　 　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と を 連 結 さ せ る ス テ ッ プ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と の 前 記 連 結 は 、
　 　 第 ２ フ レ ー ム 部 材 を 第 ３ フ レ ー ム 部 材 通 路 の 中 へ 挿 通 す る ス テ ッ プ と 、
　 　 第 ３ フ レ ー ム 部 材 上 の 突 起 を 第 ２ フ レ ー ム 部 材 上 の 複 数 の 突 起 と 係 合 さ せ る ス テ ッ プ
と を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 第 １ フ レ ー ム 部 材 は 複 数 の 突 起 を 含 み 、
　 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 を 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 と 係 合 さ せ る ス テ ッ プ
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 第 １ フ レ ー ム 部 材 は 複 数 の 突 起 を 含 み 、 第 ２ フ レ ー ム 部 材 は 複 数 の 突 起 を 含 み 、
　 第 １ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 を 第 ２ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 と 係 合 さ せ る ス テ ッ プ
を さ ら に 含 み 、 第 ２ フ レ ー ム 部 材 と 第 ３ フ レ ー ム 部 材 と の 前 記 連 結 に は 第 ２ フ レ ー ム 部 材
の 複 数 の 突 起 と 第 ３ フ レ ー ム 部 材 の 複 数 の 突 起 と の 係 合 を 含 む 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 保 温 用 耳 当 て キ ッ ト で あ っ て 、
　 第 １ 耳 フ レ ー ム と 、
　 第 ２ 耳 フ レ ー ム と 、
　 独 自 の 第 １ 端 部 と 第 ２ 端 部 を 有 す る 第 １ バ ン ド で あ っ て 、 前 記 第 １ バ ン ド の 前 記 第 １ 端
部 は 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ バ ン ド の 前 記 第 ２ 端 部 は 前
記 第 ２ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 第 １ バ ン ド と 、
　 独 自 の 第 １ 端 部 と 第 ２ 端 部 を 有 す る 第 ２ バ ン ド で あ っ て 、 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 第 １ 端
部 は 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 第 ２ 端 部 は 前
記 第 ２ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 第 ２ バ ン ド と を 含 み 、
　 前 記 第 ２ バ ン ド は 前 記 第 １ バ ン ド と 交 換 可 能 で あ る 、
保 温 用 耳 当 て キ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 独 自 の 第 １ 端 部 と 第 ２ 端 部 を 有 す る 第 ３ バ ン ド で あ っ て 、 前 記 第 ３ バ ン ド の 前 記 第 １ 端
部 は 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 前 記 第 ３ バ ン ド の 前 記 第 ２ 端 部 は 前
記 第 ２ 耳 フ レ ー ム に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 第 ３ バ ン ド を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ３
に 記 載 の 、 保 温 用 耳 当 て キ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ バ ン ド が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 ２ バ ン ド が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 １ バ ン ド
の 前 記 長 さ は 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 長 さ と は 異 な る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ バ ン ド が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 ２ バ ン ド が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 ３ バ ン ド
が あ る 長 さ を 有 し 、 前 記 第 １ バ ン ド の 前 記 長 さ は 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 長 さ と は 異 な り 、
前 記 第 ３ バ ン ド の 前 記 長 さ は 前 記 第 １ バ ン ド の 前 記 長 さ お よ び 前 記 第 ２ バ ン ド の 前 記 長 さ
と は 異 な る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム は ア ー チ 型 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
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【 請 求 項 ２ ８ 】
　 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 複 数 の 膜 部 分 を 含 み 、 保 温 用 耳 当 て の 内 部 を 画 定 す る よ う 前 記 複 数 の 膜 部 分 が 相 互 に つ
な ぎ 合 わ さ れ て い る シ ェ ル と 、
　 前 記 内 部 に 挿 入 さ れ る よ う 構 成 さ れ た フ レ ー ム で あ っ て 、 前 記 フ レ ー ム は 、
　 　 第 １ 端 部 と 第 ２ 端 部 を 備 え た バ ン ド と 、
　 　 前 記 バ ン ド の 前 記 第 １ 端 部 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ 、 ア ー チ 型 構 造 を 有 す る 第 １ 耳
フ レ ー ム 部 材 と 、
　 　 前 記 バ ン ド の 前 記 第 ２ 端 部 に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ た 第 ２ 耳 フ レ ー ム 部 材 と を 含 む
フ レ ー ム と を 含 む 、 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 ２ 耳 フ レ ー ム 部 材 が ア ー チ 型 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 　 外 周 部 を 画 定 す る 外 膜 で あ っ て 、 前 記 外 膜 は 第 １ 面 と 第 ２ 面 と を 有 し 、 前 記 第 ２ 面 は
前 記 外 膜 の 前 記 第 １ 面 の 反 対 側 で あ る 外 膜 と 、
　 　 外 周 部 を 画 定 す る 内 膜 で あ っ て 、 前 記 内 膜 は 第 １ 面 と 第 ２ 面 と を 有 し 、 前 記 内 膜 の 前
記 第 ２ 面 は 前 記 内 膜 の 前 記 第 １ 面 の 反 対 側 で あ る 内 膜 と を 含 む シ ェ ル で あ っ て 、
　 　 前 記 内 膜 第 １ 面 は 前 記 外 膜 第 １ 面 に 第 １ 固 定 結 合 部 分 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ 、 前 記 内
膜 第 ２ 面 は 前 記 外 膜 第 ２ 面 に 第 ２ 固 定 結 合 部 分 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ 、 少 な く と も 第 １ 固
定 結 合 部 分 の 一 部 と 少 な く と も 第 ２ 固 定 結 合 部 分 の 一 部 と が 保 温 用 耳 当 て の 内 部 に 配 置 さ
れ て い る 、 シ ェ ル と 、
　 前 記 シ ェ ル に 挿 入 さ れ る よ う 構 成 さ れ た フ レ ー ム と
を 含 む 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 第 １ 固 定 結 合 部 分 は 溶 接 部 を 含 む 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 フ レ ー ム は バ ン ド 部 材 と 第 １ 耳 フ レ ー ム 部 材 と 第 ２ 耳 フ レ ー ム 部 材 と を 含 み 、 前 記
第 １ 耳 フ レ ー ム 部 材 は 前 記 バ ン ド 部 材 に 固 定 し て 連 結 さ れ 、 前 記 第 ２ 耳 フ レ ー ム 部 材 は 前
記 バ ン ド 部 材 に 固 定 し て 連 結 さ れ る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 第 １ 耳 フ レ ー ム 部 材 は 前 記 バ ン ド 部 材 に 溶 接 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 保 温
用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 内 側 部 分 を 有 す る シ ェ ル と 、
　 前 記 シ ェ ル の 内 部 に 配 置 さ れ る フ レ ー ム で あ っ て 、 前 記 フ レ ー ム は 第 １ 耳 部 分 と 第 ２ 耳
部 分 と 中 間 部 分 と を 含 ん で 一 体 形 成 さ れ て お り 、 前 記 フ レ ー ム 第 １ 耳 部 分 は ほ ぼ 円 形 の 形
状 で あ り 、 開 口 部 を 画 定 し 、 前 記 フ レ ー ム 第 ２ 耳 部 分 は ほ ぼ 円 形 の 形 状 で あ り 、 開 口 部 を
画 定 し 、 前 記 フ レ ー ム 中 間 部 分 は 前 記 フ レ ー ム 第 １ 耳 部 分 と 前 記 フ レ ー ム 第 ２ 耳 部 分 と の
間 に 配 置 さ れ て い る フ レ ー ム と
を 含 む 、 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 シ ェ ル は 、 内 膜 と 、 内 膜 に つ な ぎ 合 わ さ れ た 外 膜 と を 含 む 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 保
温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 伸 張 状 態 と 折 畳 状 態 と を 選 択 し て 利 用 す る こ と が で き 、 前 記 フ レ ー ム 第
１ 耳 部 分 は 前 記 フ レ ー ム が 折 畳 状 態 の と き 前 記 フ レ ー ム 第 ２ 耳 部 分 に 隣 接 す る 、 請 求 項 ３
４ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
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　 前 記 第 １ 耳 部 分 と 前 記 第 ２ 耳 部 分 に よ っ て 画 定 さ れ る 開 口 部 は 、 ほ ぼ 円 形 の 形 状 で あ る
、 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 シ ェ ル は 第 １ 膜 と 第 ２ 膜 と を 有 し 、 第 １ 膜 は 、 外 周 部 と 、 第 １ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と
、 第 ２ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と 、 第 １ 膜 の 第 １ と 第 ２ の 実 質 的 円 形 耳 部 分 の 間 に 配 置 さ れ る 中
間 部 分 と を 含 み 、 第 ２ 膜 は 、 外 周 部 と 、 第 １ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と 、 第 ２ 実 質 的 円 形 耳 部 分
と 、 第 ２ 膜 の 第 １ と 第 ２ の 実 質 的 円 形 耳 部 分 の 間 に 配 置 さ れ る 中 間 部 分 と を 含 み 、 第 １ 膜
の 外 周 部 の 少 な く と も 一 部 分 が 第 ２ 膜 の 外 周 部 の 少 な く と も 一 部 分 に つ な ぎ 合 わ さ れ る 、
請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 シ ェ ル を 備 え た 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 前 記 シ ェ ル は 、 第 １ 膜 と 第 ２ 膜 と を 有 し て お り 、 第 １ 膜 は 、 外 周 部 と 、 第 １ 実 質 的 円 形
耳 部 分 と 、 第 ２ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と 、 第 １ 膜 の 第 １ と 第 ２ の 実 質 的 円 形 耳 部 分 の 間 に 配 置
さ れ る 中 間 部 分 と を 含 み 、 第 ２ 膜 は 、 外 周 部 と 、 第 １ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と 、 第 ２ 実 質 的 円
形 耳 部 分 と 、 第 ２ 膜 の 第 １ と 第 ２ の 実 質 的 円 形 耳 部 分 の 間 に 配 置 さ れ る 中 間 部 分 と を 含 み
、 第 １ 膜 の 外 周 部 の 少 な く と も 一 部 分 が 第 ２ 膜 の 外 周 部 の 少 な く と も 一 部 分 に つ な ぎ 合 わ
さ れ る 、 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 第 １ 膜 の 外 周 部 は 第 ２ 膜 の 外 周 部 に 固 定 し て つ な ぎ 合 わ さ れ る 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 保
温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 第 １ 膜 の 中 間 部 分 が 引 き 伸 ば さ れ 、 線 に 沿 っ て 伸 長 す る 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 保 温 用 耳
当 て 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 シ ェ ル の 内 側 部 分 に 配 置 さ れ た フ レ ー ム を さ ら に 含 み 、
　 前 記 シ ェ ル の 内 側 部 分 は 第 １ 膜 と 第 ２ 膜 と の 間 で 画 定 さ れ る 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 保 温
用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 内 側 部 分 を 有 す る シ ェ ル と 、
　 前 記 シ ェ ル の 内 部 に 配 置 さ れ る フ レ ー ム で あ っ て 、 前 記 フ レ ー ム は 第 １ 耳 部 分 と 第 ２ 耳
部 分 と 中 間 部 分 と を 含 ん で 一 体 形 成 さ れ て お り 、 フ レ ー ム 第 １ 耳 部 分 は ル ー プ 部 分 を 有 し
、 第 １ 耳 部 分 の ル ー プ 部 分 は 、 第 １ 端 部 と 、 第 １ 耳 部 分 の ル ー プ 部 分 の 第 １ 端 部 に 隣 接 し
て 配 置 さ れ る 第 ２ 端 部 と を 含 み 、 前 記 フ レ ー ム 第 ２ 耳 部 分 は ル ー プ 部 分 を 有 し 、 第 ２ 耳 部
分 の ル ー プ 部 分 は 、 第 １ 端 部 と 、 第 ２ 耳 部 分 の ル ー プ 部 分 の 第 １ 端 部 に 隣 接 し て 配 置 さ れ
る 第 ２ 端 部 と を 含 み 、 フ レ ー ム 中 間 部 分 は フ レ ー ム 第 １ 耳 部 分 と フ レ ー ム 第 ２ 耳 部 分 と の
間 に 配 置 さ れ る 、 フ レ ー ム と 、 を 含 む 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 シ ェ ル は 第 １ 膜 と 第 ２ 膜 を 有 し 、 第 １ 膜 は 、 外 周 部 と 、 第 １ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と 、
第 ２ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と 、 第 １ 膜 の 第 １ と 第 ２ の 実 質 的 円 形 耳 部 分 の 間 に 配 置 さ れ る 中 間
部 分 と を 含 み 、 第 ２ 膜 は 、 外 周 部 と 、 第 １ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と 、 第 ２ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と
、 第 ２ 膜 の 第 １ と 第 ２ の 実 質 的 円 形 耳 部 分 の 間 に 配 置 さ れ る 中 間 部 分 と を 含 み 、 第 １ 膜 の
外 周 部 の 少 な く と も 一 部 分 が 第 ２ 膜 の 外 周 部 の 少 な く と も 一 部 分 に つ な ぎ 合 わ さ れ る 、 請
求 項 ４ ３ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 内 側 部 分 を 有 す る シ ェ ル と 、
　 前 記 シ ェ ル の 内 部 に 配 置 さ れ る フ レ ー ム で あ っ て 、 前 記 フ レ ー ム は 第 １ 耳 部 分 と 第 ２ 耳
部 分 と 中 間 部 分 と を 有 し 、 フ レ ー ム 第 １ 耳 部 分 は 、 フ レ ー ム 中 間 部 分 に 連 結 さ れ た 第 １ 端
部 と 、 フ レ ー ム 中 間 部 分 か ら 離 れ て 配 置 さ れ る 第 ２ 端 部 と を 含 み 、 フ レ ー ム 第 ２ 耳 部 分 は
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、 フ レ ー ム 中 間 部 分 に 連 結 さ れ た 第 １ 端 部 と 、 フ レ ー ム 中 間 部 分 か ら 離 れ て 配 置 さ れ る 第
２ 端 部 と を 含 む 、 フ レ ー ム と 、 を 含 む 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 フ レ ー ム 第 １ 耳 部 分 は ア ー チ 型 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 フ レ ー ム 第 １ 耳 部 分 は 半 円 の 形 状 で あ る 、 請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 内 側 部 分 を 有 す る シ ェ ル と 、
　 前 記 シ ェ ル の 内 部 に 配 置 さ れ る フ レ ー ム で あ っ て 、 前 記 フ レ ー ム は 第 １ 耳 部 分 と 第 ２ 耳
部 分 と 中 間 部 分 と を 有 し 、 フ レ ー ム 第 １ 耳 部 分 は 開 口 ル ー プ を 画 定 し 、 か つ フ レ ー ム 中 間
部 分 に 連 結 さ れ 、 フ レ ー ム 第 ２ 耳 部 分 は 開 口 ル ー プ を 画 定 し 、 か つ フ レ ー ム 中 間 部 分 に 連
結 さ れ る フ レ ー ム と 、 を 含 む 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 保 温 用 耳 当 て で あ っ て 、
　 内 側 部 分 を 有 す る シ ェ ル と 、
　 前 記 シ ェ ル の 内 部 に 配 置 さ れ る フ レ ー ム で あ っ て 、 前 記 フ レ ー ム は 第 １ 耳 部 分 と 第 ２ 耳
部 分 と バ ン ド 部 分 と を 有 し 、 第 １ 耳 部 分 は バ ン ド 部 分 に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ 、 第 ２ 耳 部 分
は バ ン ド 部 分 に 摺 動 可 能 に 連 結 さ れ る フ レ ー ム と 、 を 含 む 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 バ ン ド 部 分 は 第 １ 通 路 と 第 ２ 通 路 と を 含 み 、 前 記 フ レ ー ム の 第 １ 耳 部 分 は バ ン ド 部 分 の
第 １ 通 路 と 連 通 す る よ う 構 成 さ れ 、 第 １ 耳 部 分 は バ ン ド 部 分 に 摺 動 可 能 に 連 結 し 、 前 記 フ
レ ー ム の 第 ２ 耳 部 分 は 第 ２ 通 路 と 連 通 す る よ う 構 成 さ れ 、 第 ２ 耳 部 分 は バ ン ド 部 分 に 摺 動
可 能 に 連 結 す る 、 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 シ ェ ル は 第 １ 膜 と 第 ２ 膜 と を 有 し 、 第 １ 膜 は 、 外 周 部 と 、 第 １ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と
、 第 ２ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と 、 第 １ 膜 の 第 １ と 第 ２ の 実 質 的 円 形 耳 部 分 の 間 に 配 置 さ れ る 中
間 部 分 と を 含 み 、 第 ２ 膜 は 、 外 周 部 と 、 第 １ 実 質 的 円 形 耳 部 分 と 、 第 ２ 実 質 的 円 形 耳 部 分
と 、 第 ２ 膜 の 第 １ と 第 ２ の 実 質 的 円 形 耳 部 分 の 間 に 配 置 さ れ る 中 間 部 分 と を 含 み 、 第 １ 膜
の 外 周 部 の 少 な く と も 一 部 分 が 第 ２ 膜 の 外 周 部 の 少 な く と も 一 部 分 に つ な ぎ 合 わ さ れ る 、
請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 保 温 用 耳 当 て 。
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